
西
脇
常
記
教
授
退
休
記
念
論
集

　
　
　
　

東
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
文
化

 
 

 
 

 
 

編
集　

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
／
石
立
善
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西
脇
常
記
敎
授　

略
年
譜
及
び
著
作
目
錄

﹇
年
譜
﹈

一
九
四
三
年
四
月  
上
海
（
上
海
市
中
心
區
中
堅
路
東
興
新
邨
五
四
號
）
に
生
ま
れ
る

一
九
六
三
年
三
月  
三
重
縣
立
四
日
市
高
校
卒
業

一
九
六
四
年
四
月  

東
京
敎
育
大
學
文
學
部
哲
學
科
入
學

一
九
六
八
年
三
月  

同　

卒
業

 

四
月  

京
都
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
修
士
課
程
（
中
國
哲
學
史
專
攻
）
進
學

一
九
六
九
年
四
月
〜 

西
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
學
及
び
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
學
哲
學
部
留
學

一
九
七
一
年
三
月 

一
九
七
二
年
三
月  

京
都
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
修
士
課
程
（
中
國
哲
學
史
專
攻
）
修
了

 

四
月  

京
都
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
博
士
課
程
（
中
國
哲
學
史
專
攻
）
進
學

一
九
七
五
年
三
月  

同　

修
了

 

四
月  

京
都
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
研
修
員
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一
九
七
六
年
四
月  

京
都
大
學
文
學
部
助
手

一
九
七
九
年
四
月  

新
潟
大
學
敎
養
部
助
敎
授

一
九
八
一
年
十
月  

京
都
大
學
敎
養
部
助
敎
授

一
九
九
二
年
四
月  

京
都
大
學
總
合
人
間
學
部
助
敎
授

一
九
九
三
年
十
二
月 

京
都
大
學
總
合
人
間
學
部
敎
授

一
九
九
九
年
三
月  

博
士
論
文　

唐
代
の
思
想
と
文
化

二
〇
〇
三
年
四
月  

京
都
大
學
大
學
院
人
間
・
環
境
學
研
究
科
敎
授

二
〇
〇
六
年
三
月  

同
退
任

 

四
月  
同
志
社
大
學
文
學
部
敎
授　

現
在
に
至
る

 

﹇
著
書
﹈

○
史
通
内
篇　
　

東
海
大
學
出
版
會 

一
九
八
九
年
二
月

○
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ル
フ
ァ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
漢
語
文
書
研
究　
　

自
費
出
版 

一
九
九
七
年
五
月

○
唐
代
の
思
想
と
文
化　
　

創
文
社 

二
〇
〇
〇
年
十
月

○

C
hinesische T

exte verm
ischten Inhalts aus der B

erliner T
urfansam

m
lung
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(übersetzt von C

hristian W
ittern) F

ranz S
teiner V

erlag, S
tuttgart 

二
〇
〇
一
年
十
月

○
史
通
外
篇　
　

東
海
大
學
出
版
會 

二
〇
〇
二
年
二
月

○
ド
イ
ツ
將
來
の
ト
ル
フ
ァ
ン
漢
語
文
書　
　

京
都
大
學
學
術
出
版
會 

二
〇
〇
二
年
七
月

○
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
大
學
圖
書
館
所
藏
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
漢
語
斷
片
研
究　
　

自
費
出
版 

二
〇
〇
七
年
十
一
月

﹇
譯
書
﹈

○
中
國
の
墓　
　

龍
雲
舍

 
Jan Jacob M

aria de G
root: T

he R
eligious System

 of C
hina

 
V

olum
e 2: D

isposal of the D
ead. T

he G
rave  

一
九
七
六
年
九
月

○
神
女―

唐
代
文
學
に
お
け
る
龍
女
と
雨
女　
　

東
海
大
學
出
版
會

 
E

dw
ard H

.S
chafer: T

he D
ivine W

om
en 

一
九
七
八
年
十
一
月

○
漢
書
郊
祀
志
（
狩
野
直
禎
と
の
共
譯
）　　

平
凡
社 

一
九
八
七
年
九
月

○
中
國
の
死
の
儀
禮
（
神
田
一
世
・
長
尾
佳
代
子
と
の
共
譯
）　　

平
凡
社

 
J.L

.W
atson / E

.S.R
aw

ski: D
eath R

itual in L
ate Im

perial and M
odern C

hina 

一
九
九
四
年
十
一
月
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○
ジ
ェ
イ
ム
ズ L.

ワ
ト
ソ
ン
著
「
中
國
の
葬
儀
の
構
造―

基
本
の
型
・
儀
式
の
手
順
・
實
施
の
優
位
」
譯

 

瀬
川
昌
久
・
西
澤
治
彥
編
『
中
國
文
化
人
類
學
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
』
所
收　
　

風
響
社 

二
〇
〇
六
年
十
二
月

﹇
論
文
﹈

○
劉
知
幾
の
歷
史
意
識

 

文
明
十
六
號　
　

東
海
大
學
文
明
研
究
所 

一
九
七
六
年
二
月

○
劉
禹
錫
小
論　

 

文
明
十
八
號
・
二
一
號　

東
海
大
學
文
明
研
究
所　
　
　
　
　

   

一
九
七
六
年
十
一
月
・
一
九
七
七
年
十
月

○
劉
禹
錫
と
自
傳　

 

社
會
文
化
史
學
十
四
號　
　

社
會
文
化
史
學
會 

一
九
七
七
年

○
中
唐
の
思
想―

權
徳
輿
と
そ
の
周
邊―

 

中
國
思
想
史
研
究
二
號　
　

京
都
大
學
中
國
哲
學
史
研
究
會 

一
九
七
八
年
九
月

○
唐
代
葬
俗
研
究
序
說―

特
に
埋
葬
法
に
つ
い
て―

 

東
洋
學
術
研
究
十
八
卷
三
號　
　

東
洋
哲
學
研
究
所 

一
九
七
九
年
六
月
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○
「
陸
文
學
自
傳
」
譯
注

 

新
潟
大
學
敎
養
部
研
究
紀
要
十
二
號　
　

新
潟
大
學
敎
養
部 

一
九
八
一
年

○
「
陸
文
學
自
傳
」
考

 
中
國
思
想
史
研
究
四
號　
　

京
都
大
學
中
國
哲
學
史
研
究
會 

一
九
八
一
年
三
月

○
劉
知
幾―

史
評
者
の
立
場―

 

人
文
三
十
集　
　

京
都
大
學
敎
養
部 

一
九
八
四
年
三
月

○
慧
洪
研
究
序
說―

寂
音
自
序
を
め
ぐ
っ
て

 

堀
川
哲
夫
編　

十
世
紀
以
降
二
十
世
紀
初
頭
に
至
る
中
國
社
會
の
權
力
構
造
に
關
す
る
總
合
研
究

 

昭
和
五
九
年
度
科
學
研
究
費
補
助
金
報
告
書 

一
九
八
四
年
三
月

○
『
千
唐
誌
齋
藏
誌
』
に
見
え
る
唐
代
の
二
三
の
習
俗
に
つ
い
て

 

中
國
思
想
史
研
究
八
號　
　

京
都
大
學
中
國
哲
學
史
研
究
會 

一
九
八
六
年
三
月

○
慧
洪
研
究
（
一
）

 

人
文
三
十
三
集　
　

京
都
大
學
敎
養
部 

一
九
八
七
年

○
『
大
秦
景
敎
宣
元
至
本
經
』
殘
卷
に
つ
い
て

 

禪
文
化
研
究
所
紀
要
十
五
號　
　

禪
文
化
研
究
所 

一
九
八
八
年
十
二
月
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○
“D

as B
ew

u´tsein buddhistischer G
eschichtsschreiber am

 B
eispiel der A

utobiographie des H
ui-hong (1071-1128)”

 
H

elw
ig S

chm
idt-G

lintzer (ed.), L
ebensw

elt und W
eltanschauung im

 F
rühneuzeitlichen C

hina

 
F

ranz S
teiner V

erlag, S
tuttgart 

一
九
九
〇
年
二
月

○
舍
利
信
仰
と
僧
傳
に
お
け
る
そ
の
敘
述―

慧
洪
『
禪
林
僧
寳
傳
』
敘
述
の
理
解
の
た
め
に―

 
禪
文
化
研
究
所
紀
要
十
六
號　
　

禪
文
化
研
究
所 

一
九
九
〇
年
五
月

○
宋
代
に
お
け
る
『
史
通
』

 

中
國
思
想
史
研
究
十
四
號 　

京
都
大
學
中
國
哲
學
史
研
究
會 

一
九
九
一
年
十
二
月

○

“D
ie R

eliquienverehrung (ßar¥na) und ihre B
eschreibung in den M

önchsbiographien” 
 

M
onum

enta Serica 40 

一
九
九
二
年
十
二
月

○
中
國
古
代
・
中
世
の
遺
言―

そ
の
形
式
面
よ
り
の
概
觀 

 

人
間
・
環
境
學
第
二
卷　
　

京
都
大
學
總
合
人
間
學
部 

一
九
九
三
年
十
一
月

○
ベ
ル
リ
ン
所
藏
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
二
則―

Ch3095
に
つ
い
て―

 

外
國
語
學
部
論
集
六
卷
二
號　
　

名
古
屋
學
院
大
學
外
國
語
學
部 

一
九
九
五
年
四
月

○
韓
愈
の
遺
言
と
そ
の
周
邊

 

京
都
大
學
總
合
人
間
學
部
紀
要
三
卷　
　

京
都
大
學
總
合
人
間
學
部 

一
九
九
七
年
八
月
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○
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ル
フ
ァ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
禪
籍
資
料
に
つ
い
て

 

禪
文
化
一
六
四
號　
　

禪
文
化
研
究
所 

一
九
九
七
年
四
月

○
關
於
伯
林
吐
魯
番
收
集
品
中
的
禪
籍
資
料
（
裘
雲
青
譯
）

 
俗
語
言
研
究
第
四
期　
　

禪
文
化
研
究
所 

一
九
九
七
年
八
月

○
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ル
フ
ァ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
僞
經
『
新
菩
薩
經
』（『
勸
善
經
』）
に
つ
い
て

 

京
都
大
學
總
合
人
間
學
部
紀
要
五
卷 

一
九
九
八
年
十
一
月

○
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ル
フ
ァ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
道
敎
文
書

 

京
都
大
學
總
合
人
間
學
部
紀
要
六
卷　
　

京
都
大
學
總
合
人
間
學
部 

一
九
九
九
年
十
一
月

○
宋
代
（
九
六
〇
〜
一
二
七
九
）
に
お
け
る
佛
敎
史
書

 

中
國
思
想
史
研
究
二
二
號　
　

京
都
大
學
中
國
哲
學
史
研
究
會 

一
九
九
九
年
十
二
月

○
楊
億
研
究―

「
殤
子
述
」
を
讀
む―

 

鈴
木
哲
雄
編
『
宋
代
禪
宗
の
社
會
的
影
響
』　　

山
喜
房
佛
書
林 

二
〇
〇
二
年
十
一
月

○
佛
敎
徒
の
遺
言―

唐
代
を
中
心
に―

 

日
本
中
國
學
會
報
五
五
集　
　

日
本
中
國
學
會 

二
〇
〇
三
年
十
月
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○
A

 D
ivination Text R

egarding S
olar E

clipses, L
unar E

clipses and E
arthquakes B

ased  on the C
orrelation 

 
w

ith D
ays in the Tw

enty E
ight L

unar M
ansions　

 
T

urfan R
evisited – T

he F
irst C

entury of R
esearch into the A

rts and C
ultures of the Silk R

oad 
 

D
ietrich R

eim
er V

erlag, B
erlin 

二
〇
〇
四
年
十
月

○
舍
利
信
仰
和
僧
傳
（
石
立
善
譯
）

 
中
國
禪
學
第
三
卷　
　

中
華
書
局 

二
〇
〇
四
年
十
一
月

○
『
佛
祖
統
紀
』
の
作
者
、
志
磐
の
考
え

 

歷
史
文
化
社
會
論
講
座
紀
要
第
二
號　
　

京
都
大
學
人
間
・
環
境
學
研
究
科 

二
〇
〇
三
年
三
月

○

Z
um

 F
om

u jing 

佛
母
經 (S

¨tra der M
utter des B

uddha’)
 

A
cta O

rientalia H
ungarica, B

d.59(1) 

二
〇
〇
六
年
三
月

○
宗
鑑
撰
『
釋
門
正
統
』
に
つ
い
て

 

中
國
思
想
史
研
究
二
十
八
號　
　

京
都
大
學
中
國
哲
學
史
研
究
會 

二
〇
〇
六
年
十
月

○
出
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
斷
片
に
よ
せ
て

 

立
命
館
文
學
五
九
八
號 

二
〇
〇
七
年
二
月

○
『
佛
祖
統
紀
』
諸
文
本
的
變
遷(

石
立
善
譯)　
　

 

哲
學
門
第
八
卷
第
一
冊(

總
第
十
五
輯)　
　

北
京
大
學
出
版
社 

二
〇
〇
七
年
九
月
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﹇
そ
の
他
﹈

○
劉
述
先
「
自
然
に
つ
い
て
の
中
國
人
の
考
え
方
」（
日
本
語
譯
）

 
法
藏
館
『
自
然
と
は
何
か
』
所
收 

一
九
八
四
年
十
一
月

○
劉
禹
錫 

日
原
利
國
編
『
中
國
思
想
史　

上
』　　

ぺ
り
か
ん
社 

一
九
八
七
年
三
月

○
科
學
を
築
い
た
本　

四
一　

劉
知
幾
『
史
通
』

 

か
が
く
さ
ろ
ん　

四
一　
　

東
海
大
學
出
版
會　

 

一
九
八
七
年
四
月

○
漳
州
羅
漢
琛
禪
師
（
譯
注
）

 

柳
田
聖
山
編
『
禪
の
文
化　

資
料
篇
』　　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所 

一
九
八
八
年
三
月

○
麻
谷
寳
徹
〜
東
寺
如
會
（
譯
注
）

 

入
矢
義
高
監
修
『
景
德
傳
燈
錄 

三
』　　

禪
文
化
研
究
所 

一
九
九
三
年
三
月

○
古
文
復
興
運
動
（
文
學
・
思
想
・
言
語
）

 

ア
ジ
ア
の
歷
史
と
文
化
二　
　

同
朋
舍 

一
九
九
五
年
五
月

○
ド
イ
ツ
の
ト
ル
フ
ァ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
上
・
下

 

月
刊
百
科
三
八
九
・
三
九
一　
　

平
凡
社 

一
九
九
五
年
三
月
・
五
月



22

○
數
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
一
枚
の
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書

 

東
方
一
八
三
號 

一
九
九
六
年
六
月

○
池
州
霊
鷲
〜
亀
山
正
原
（
譯
注
）

 
入
矢
義
高
監
修
『
景
德
傳
燈
錄 

四
』　　

禪
文
化
研
究
所 

一
九
九
七
年
一
月

○
古
代
中
國
人
の
物
の
と
ら
え
方

 

化
學
と
工
業
五
一
卷
八
號　
　

日
本
化
學
會 

一
九
九
八
年
八
月

○
變
わ
る
も
の
と
變
わ
ら
ぬ
も
の―

『
唐
代
の
思
想
と
文
化
』
を
上
梓
し
て―

 

創
文
四
二
六
號　
　

創
文
社 

二
〇
〇
〇
年
十
一
月

○
總
合
人
間
學
の
可
能
性―

古
典
に
旅
し
て―

 

バ
ベ
ル
の
圖
書
館
十
四
號　
　

京
都
大
學
總
合
人
間
學
部
圖
書
館 

二
〇
〇
三
年
三
月

○
劉
知
幾
『
史
通
』―

正
史
の
番
人

 

木
田
知
生
・
檀
上
寛
編
『
中
國
人
物
列
傳
』　　

恆
星
出
版 

二
〇
〇
五
年
一
月

○
ド
イ
ツ
中
國
學

 

中
國
二
一　

第
二
三
號　
　

愛
知
大
學
現
代
中
國
學
會 

二
〇
〇
五
年
十
二
月
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